
政策

２
安心・安全で自然と共存する
住みやすいまち

自然を保全・活用し、住環境や都市基盤の整備・維持管理及び防災・防犯
の取組を推進するとともに、公共交通を体系的に整理し、安心・安全で自然
と共存する住みやすいまちを目指します。

基本方針
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道路、上・下水道、河川の整備

施策 2-1

施策 2-3

施策 2-5

施策 2-2

施策 2-４

施策 2-６

豊かな住環境の整備交通・防犯・消費者対策の強化

バランスのとれた土地利用の推進環境に優しいまちづくりの推進

防災・消防の充実

63



道 路 、上・下 水 道 、道 路 、上・下 水 道 、
河川の整 備河川の整 備
　安全で利便性の高い都市基盤をつくるため、生活道路や都市計画道路の整
備と維持管理に努めるとともに、安全で安定した水の供給や公共下水道の整
備と適切な管理により、清潔で快適な生活環境の確保に努めます。また、水
路や河川の整備や適切な管理により、浸水対策を進めます。

施策の
目指す姿

（方向性）

施策を取り巻く環境変化と課題施策を取り巻く環境変化と課題
●	 首都圏中央連絡自動車道（圏央道）や一般国道17号上尾道路（上尾バイパス）Ⅱ期区間の事業化等の大規模道
路整備による交通量の増加に対応するとともに、市民の安全と利便性確保のため、生活道路や都市計画道路
の整備を進めながら、適切に維持・改修を行っていくことが必要となっています。

●	 国土強靭化*の取組を通して、大規模あるいは局所的な自然災害に対し、道路、上・下水道等の社会インフラ
が機能不全に陥らないように、リスクマネジメントを行うことが求められています。

施策に紐づく計画・宣言施策に紐づく計画・宣言

施策に紐づく個別計画

北本市国土強靭化*地域計画
舗装の個別施設計画
北本市橋梁長寿化修繕計画
北本市都市計画マスタープラン
北本市生活排水処理基本計画
北本市公共下水道事業経営戦略

成果指標　成果指標　

基準値指標名 目標値 ねらい

道路、上・下水道、河川の整備不良
により発生した人身・物損の事故件数 ０件▶▶▶︎ ０件 都市基盤を適切に整備することで、

安全な生活環境をつくること。

２-１
施 策
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雨水排水施設の
整備充実

目指す姿　  雨水管や水路・河川が整備され、浸水対策が進んでいます。

主な取組 ▷ 公共下水道（雨水）の整備・維持管理、河川の維持管理

指標 ▷ 勝林雨水３号幹線の整備延長、床上・床下浸水戸数　

公共下水道
（汚水）の整備

目指す姿　  
公共下水道（汚水）が整備され、清潔で快適な生活環境が
確保されています。

主な取組 ▷ 公共下水道（汚水）の敷設・維持管理

指標 ▷ 公共下水道整備率、水洗化率、マンホール耐震化数

都市計画道路の
整備促進

目指す姿　  計画決定されている都市計画道路の整備が進んでいます。

主な取組 ▷ 中央通線（Ⅱ期）及び西仲通線（Ⅰ期）の整備推進

指標 ▷ 中央通線（Ⅱ期）の用地取得率、西仲通線（Ⅰ期）の用地取得率　

２-１-２

２-１-３

２-１-４

基本事業 基本事業 

生活道路の
整備充実

目指す姿　  
安全な道路環境の創出のため、適切な舗装や歩道・側溝の
整備が進んでいます。

主な取組 ▷ 道路新設改良、道路舗装改修、道路環境の維持管理

指標 ▷ 生活道路の改良率、生活道路の舗装率、地区要望への対応率、舗
装道路の改修延長　

２-１-１
重 点

基
本
計
画
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防 災・消 防の充 実防 災・消 防の充 実
　安心・安全で災害に強いまちとなるよう、災害時に適切な支援や情報提供
を行うとともに、防災施設の充実と支援体制の整備に努めます。また、地域
で適切な対応ができるようにするため、自主防災活動の促進や啓発に努め、
消防団体制の充実を図ります。

施策の
目指す姿

（方向性）

施策を取り巻く環境変化と課題施策を取り巻く環境変化と課題
●	 東日本大震災の発生以降も、全国各地において大規模地震や大型台風、集中豪雨等の自然災害による甚大な
被害が発生しています。こうした度重なる被害等により、防災に対する意識の高まりや自助・共助の重要性に
ついて再認識されています。

●	 防災や災害発生に関する情報が市民に適切に届く仕組みとして、ＩＣＴ*やＩｏＴ*等の技術の活用が求められて
います。

●	 本市は、災害リスクの低い土地ですが、災害時において地域や個人が災害に対応できるよう、地域の防災力向
上が求められます。

●	 北本市地域防災計画に基づき、災害応急対策や災害復旧復興に至る一連の災害対策について、準備を進める
とともに、国土強靭化*の取組として、大規模な災害等が発生しても、行政や地域社会、地域経済が機能不全
に陥らずに、維持することのできる対策を推進していくことが求められています。

施策に紐づく計画・宣言施策に紐づく計画・宣言

施策に紐づく個別計画

北本市地域防災計画
国民の保護に関する北本市計画
北本市避難行動要支援者避難支援全体計画
北本市災害廃棄物処理計画
北本市国土強靭化*地域計画

成果指標　成果指標　

基準値指標名 目標値 ねらい

市民、地域、行政が連携した防災・
減災体制に安心感を持っている市民
の割合

－ ▶▶▶︎ 70.0％ 防災・減災体制が整備され、安心し
て暮らせる環境をつくること。

２-２
施 策
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地域防災力の向上

目指す姿　  
市民の自助・共助意識が高まり、災害時に市民・事業所・
行政が一体となって対応できる体制が整備され、防災力が
向上しています。

主な取組 ▷
自主防災組織の設立支援、地区防災訓練の実施支援、自主防災組
織リーダー・ボランティアコーディネーターの育成、避難行動要支
援者避難支援制度の推進

指標 ▷
自主防災組織の組織率、防災訓練に参加した市民の割合、自主防
災組織リーダーの人数、避難行動要支援者に係る個別避難計画の
策定割合

２-２-３

強靭な地域社会の
構築

目指す姿　  災害時でも地域社会が機能しています。

主な取組 ▷ 北本市国土強靭化*地域計画の推進、建物の耐震化の推進、ＢＣＰ
の見直し・整備

指標 ▷ 北本市国土強靭化*地域計画に掲げるＫＰＩ達成率、公共施設の耐
震化率、ＢＣＰの整備率

２-２-４

基本事業 基本事業 

防災減災意識の
高揚

目指す姿　  防災・減災の意識が高まり、災害時に行動できます。

主な取組 ▷ ハザードマップの周知、防災訓練の実施、自主防災活動の促進

指標 ▷ 防災対策の平均準備項目数*（地震に関する６項目）、防災訓練の
実施件数、自主防災組織の活動費への補助件数

２-２-１

災害時の
支援体制の充実

目指す姿　  
・防災に関する情報が市民に届く仕組みが機能しています。
・災害時の市民への支援体制が整っています。

主な取組 ▷ 福祉避難所の充実、備蓄品の充実、企業との災害時相互協力、ボ
ランティア受入体制の整備、避難所における感染症対策

指標 ▷ 北本市からの防災通知の登録件数、防災に関する協定件数、主要
備蓄用品*（３品目）の備蓄率　

２-２-２
重 点

消防力の向上

目指す姿　  消防活動が迅速に行われています。

主な取組 ▷ 消防水利施設の整備、消防団活動の支援、消防団施設・設備の維
持管理

指標 ▷ 消防水利基準達成率、消防団員定数充足率、消防団施設改修・整
備件数

２-２-５

基
本
計
画
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交 通・防 犯・消 費 者 対 策交 通・防 犯・消 費 者 対 策
の強 化の強 化
　誰もが安心・安全で住みやすいまちとなるよう、交通弱者の移動手段の確
保や鉄道の利便性の向上をはじめとした交通環境の充実に努めるとともに、
交通安全を推進します。犯罪を未然に防ぐ意識を高める活動や防犯施設の充
実に努めます。また、消費者教育や啓発に努めるとともに、トラブルに遭っ
たときの解決への支援体制の強化を図ります。

施策の
目指す姿

（方向性）

施策を取り巻く環境変化と課題施策を取り巻く環境変化と課題
●	 住宅と、日常生活に必要な公共施設、商業施設及び医療機関等とをつなぐ機能として、路線バスや鉄道等の
公共交通の活用策を充実させる必要があります。

●	 高齢化や高齢者単身世帯の増加、また、高齢者の免許返納の広がり等に伴い、安心して市内を移動できる交
通環境の充実が一層求められています。

●	 自動車の安全装置技術の発達・普及等に伴い、本市の交通事故の発生件数及び死傷者数は、平成28年の
207件､ 239人から、令和６年には134件､ 151人と大きく減少しましたが、コロナ禍を経て社会経済活動が
再び活発になる中で、近年は増加傾向にあります。

●	 犯罪件数は平成15年の1,622件をピークに減少し、令和６年には401件とピーク時の４分の１程度となってい
ますが、近年は再び増加傾向にあります。

●	 市民の安心・安全なまちづくりのためには、犯罪を起こさせない環境づくりが重要です。そのため、地域にお
いて自主防犯組織を組織して、防犯に対する意識を高め、自主的な防犯活動への参加や犯罪の未然防止を図
る必要があります。

●	 特殊詐欺は手口の巧妙化や多様化がみられ、現金やキャッシュカードをだまし取られる被害や、インターネット
を通じた個人売買によるトラブル等の防止に向けた対策の充実が求められています。

施策に紐づく計画・宣言施策に紐づく計画・宣言

施策に紐づく個別計画
北本市都市計画マスタープラン
北本市立地適正化計画

成果指標　成果指標　

基準値指標名 目標値 ねらい

日常生活の中で公共交通が便利であ
ると思う市民の割合 － ▶▶▶︎ 70.0％ 日常生活の移動手段に不安がない

こと。

人口千人当たりの交通事故件数 2.05件▶▶▶ 1.70件 交通事故を減らすこと。

人口千人当たりの犯罪件数 6.13件▶▶▶ 5.00件 犯罪を減らすこと。

２-３
施 策
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鉄道輸送力の活用

目指す姿　  鉄道の利便性が高く、多くの方が利用しています。

主な取組 ▷ 高崎線沿線地域活力維持向上推進協議会への参加、要望活動

指標 ▷ 人口に対する１日当たりの北本駅利用者割合、北本駅の平日の運
行本数、要望項目件数

２-３-２

交通安全・
防犯意識の高揚

目指す姿　  
・交通事故が減少するよう、市民が意識して行動しています。
・犯罪に遭わないように自衛や未然防止の意識が高まって

います。

主な取組 ▷ 交通安全教室の実施、交通災害共済への加入促進、警察等との連
携によるキャンペーン等の実施、警戒情報の作成・発信

指標 ▷ 交通安全教室の参加者数、キャンペーン等の実施件数、防犯対策
の平均実践項目数*（全６項目）、地域防犯団体を組織している割合

２-３-３

交通安全施設・
防犯環境の
整備充実

目指す姿　  交通安全施設や防犯設備等が十分に整備されています。

主な取組 ▷ カーブミラー・防護柵の設置、道路区画線の塗布、防犯灯・防犯カ
メラの整備促進

指標 ▷ 交通安全施設の整備件数、防犯設備（防犯カメラ等）の整備件数

２-３-４

基本事業 基本事業 

市内公共交通の
確保

目指す姿　  市内の交通手段が確保され、円滑に移動できます。

主な取組 ▷ 公共交通ネットワークの形成、デマンドバスの運行、地域公共交通
計画の策定

指標 ▷ デマンドバスの利用者数、地域公共交通計画の策定状況

２-３-１
重 点

安全な消費生活の
確保

目指す姿　  
消費者トラブルに遭わないようにするとともに、遭ったとき
には解決への支援を受けることができます。

主な取組 ▷ 民生委員・児童委員や見守り協力員等による声がけ・啓発活動、専
門相談員による消費生活相談の実施

指標 ▷ 消費生活相談件数、北本市消費生活センター相談解決処理の割合

２-３-５

基
本
計
画
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豊かな住 環 境の整 備豊かな住 環 境の整 備
　安全で安らげるまちとするため、良好な住環境の形成、公園や緑地の整備
と適切な管理、環境負荷の少ない住宅建設を推進するとともに、空き家対策
や若い世代の希望に合った住環境を整備・提供するなど、多様な住宅ニーズ
に合わせた支援等に努めます。

施策の
目指す姿

（方向性）

施策を取り巻く環境変化と課題施策を取り巻く環境変化と課題
●	 北本市都市計画マスタープランでは、雑木林、谷津等の豊富な自然環境や大宮台地の良好な地盤を生かした
災害に強い住宅地を形成するとともに、自然環境を市民共有の財産・まちづくりの資源として、整備・保全・活
用に取り組んでいくこととしています。

●	 地区の特性に応じた良好な住環境の形成を図るため、地区計画制度や開発指導要綱などにより、公共施設だ
けでなく、民間の開発においても住環境及び景観の形成への配慮・指導が必要です。

●	 高齢化の進展等に伴い空き家が増加し、倒壊、犯罪の誘発等により防災性や防犯性が低下する懸念があるた
め、リフォームや建替えにより若者の移住・定住の受け皿とする等、有効活用が求められています。

●	 本市の令和６年の都市公園面積は69.5haで、市域に占める割合は近隣市に比べて高くなっています。一方、
徐々に市街地における雑木林や農地が減少していることから、自然の景観や環境への配慮が必要です。

●	 地球環境に優しい住環境形成の観点から、再生可能エネルギー *の導入等による環境負荷の少ない住まいづく
りが望まれているほか、災害に強いまちづくりにより安心して暮らせるよう、建築物の耐震化を図る必要があり
ます。

●	 土地利用構想図に位置づける市街地形成推進ゾーンにおいては、久保特定土地区画整理事業をはじめとした
基盤整備事業を重点的に進めていく必要があります。

施策に紐づく計画・宣言施策に紐づく計画・宣言

施策に紐づく個別計画

北本市環境基本計画
北本市緑の基本計画
北本市都市計画マスタープラン
北本市立地適正化計画
北本市空家等対策計画

北本市マンション管理適正化推
進計画
北本市住宅・建築物耐震改修促
進計画

施策に紐づく宣言 北本市ゼロカーボンシティ宣言

成果指標　成果指標　

基準値指標名 目標値 ねらい

安全で安らげる空間・住環境となる
ような土地利用や開発等がなされて
いると思う市民の割合

59.3％▶▶▶︎ 64.3％ 豊かな住環境を整備すること。

２-４
施 策
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安全で環境負荷の
少ない住宅への
支援

目指す姿　  
安全で環境負荷の少ない快適な住まいづくりが推進されて
います。

主な取組 ▷ 住宅耐震化の促進、省エネ設備設置の促進

指標 ▷ 住宅の耐震化率、住宅用省エネルギー設備設置費補助件数

２-４-３

基本事業 基本事業 

良好な住環境及び
景観の誘導

目指す姿　  良好な住環境及び景観の形成への配慮がされています。

主な取組 ▷ 用途地域の見直し、開発行為等に対する指導、空き家対策・利活
用、中古住宅流通・利用促進

指標 ▷ 開発行為等に対する指導の実施率、空き家に関する相談（苦情）件数

２-４-１

土地区画整理事業
の推進

目指す姿　  
隣接する公園・緑地空間と一体となった健全かつ良好な住
宅市街地が形成されています。

主な取組 ▷ 家屋移転補償、街路築造工事

指標 ▷ 久保特定土地区画整理事業の進捗率、区画整理地内における使用
収益開始率

２-４-４
重 点

公園の整備充実と
緑地の保全・活用

目指す姿　  
・公園が整備され、適切な維持管理が行われ、市民に親し

まれています。
・緑地が計画的に管理され、保全されています。

主な取組 ▷ 公園施設の巡回管理、公園・緑地の利活用促進、公園施設の長寿
命化、道路空間の緑化、中央緑地の保全

指標 ▷ 市民一人当たりの都市公園面積、都市公園の数、北本中央緑地の
供用率、都市公園バリアフリー化率　

２-４-２
重 点

基
本
計
画
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環 境 に優しい環 境 に優しい
まちづくりの推 進まちづくりの推 進
　自然と共存するまちの実現に向けて、緑豊かな自然との共生や生物多様性*
の保全を進めるとともに、カーボンニュートラル*の実現に向けた省エネや
再エネ*利用の推進、４Ｒ*（リフューズ・リデュース・リユース・リサイクル）
によるごみの減量・循環型社会の実現を図ります。また、発生したごみの適
切な処理や、合併処理浄化槽の設置促進により、環境汚染の防止に努めます。

施策の
目指す姿

（方向性）

施策を取り巻く環境変化と課題施策を取り巻く環境変化と課題
●	 空気や水をきれいにし、湧水や湿地等の水辺環境や多様な動植物の生育・生息環境を育んできた屋敷林・農
地・雑木林・谷津等の身近に存在する豊かな自然が、市民の暮らしに安らぎと潤いをもたらしてきたことから、
大切な財産として後世に残す必要があります。また、本市の豊かな自然を象徴するヘイケボタルやカタクリ、
森林セラピー等は、市外からの来訪のきっかけとなり、交流人口*や関係人口*の創出につながっています。

●	 今後予定されている上尾道路（上尾バイパス）の整備にあたっては、関係機関との連携を密にし、周辺に広がる
豊かな自然環境との調和を図ることが重要です。

●	 本市においては､ 2050年までに二酸化炭素の排出量を実質ゼロにする「北本市ゼロカーボンシティ宣言」を令
和４年１月に表明しました。

●	 令和３年９月16日に、本市、鴻巣市、吉見町の２市１町で、「新たなごみ処理施設の整備促進に関する基本合
意書」を締結しました。現在、埼玉中部環境保全組合が主体となって、ごみの安全かつ安定的な処理、適切な
環境保全やエネルギーの有効利用に配慮した施設の整備を進めています。 

●	 市民一人１日当たりのごみ排出量は近年減少傾向にあり、リサイクル率は比較的高い水準となっています。今
後も４Ｒ*の推進によるごみの減量を図っていくことが重要です。

●	 水質汚濁や悪臭は、環境基本法に定められる公害であり、快適な生活環境の維持に向け、引き続き防止に努
めることが必要です。

成果指標　成果指標　

基準値指標名 目標値 ねらい

温室効果ガスの総排出量（市全体） 250
千t-CO2

▶▶▶︎ 175.6
千t-CO2

温室効果ガスの排出を低減し､ 2050
年カーボンニュートラル*の実現を
目指していくこと。

２-５
施 策

施策に紐づく計画・宣言施策に紐づく計画・宣言

施策に紐づく個別計画

北本市環境基本計画
北本市地球温暖化対策実行計画
北本市緑の基本計画
北本市森林整備計画

北本市分別収集計画
北本市一般廃棄物処理基本計画
北本市災害廃棄物処理計画
北本市生活排水処理基本計画

施策に紐づく宣言 北本市ゼロカーボンシティ宣言
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廃棄物の
適正な処理

目指す姿　  ごみが適切に処理されています。

主な取組 ▷ 資源回収の推進、適正な廃棄物処理の啓発、新ごみ処理施設建設
の推進

指標 ▷
生ごみ処理機購入補助件数、資源回収量、資源回収奨励金支給総
額、ごみカレンダー配布率、排出したごみの処理率、市民一人当
たりのごみ排出量

２-５-３

環境衛生の推進

目指す姿　  
・快適な生活環境が維持されています。
・浄化槽放流水や単独処理浄化槽使用世帯の生活雑排水に

よる水路や側溝の水質汚染及び悪臭が減少しています。

主な取組 ▷ 適切なごみ・し尿処理の推進、環境測定調査の実施、合併処理浄
化槽の設置促進、浄化槽の適正管理

指標 ▷ 環境衛生に係る相談対応件数、環境測定調査の実施件数、合併処
理浄化槽設置比率　

２-５-４

基本事業 基本事業 

脱炭素社会・
循環型社会に向けた
取組の推進

目指す姿　  
ゼロカーボンシティの実現に向けて、再生可能エネルギー *
の利用や資源循環が進んでいます。

主な取組 ▷ 省エネルギー対策の促進、再生可能エネルギー *導入支援、４Ｒ*
推進に向けた啓発、容器包装類・廃食油の回収

指標 ▷ 市役所の温室効果ガス排出量、省エネ家電買い替え費補助件数、
公共施設のＬＥＤ化率、ごみカレンダー配布率、廃食油の回収量

２-５-２
重 点

自然環境の保全・
活用

目指す姿　  
生物多様性*及び自然環境が適切に保存され、再生・活用
されています。

主な取組 ▷
生物多様性*に係るモニタリング及び生き物調査の実施、環境イベ
ント等の実施、緑のトラスト８号地の保全、市の野草・野鳥・昆虫
の啓発、森林セラピー事業の推進

指標 ▷
生物多様性*に係るモニタリング及び生き物調査の実施回数、環境
イベント等の実施回数、関係団体等との連携による保全活動の実
施件数、森林セラピーの参加者数　

２-５-１
重 点

基
本
計
画
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バランスのとれた土 地バランスのとれた土 地
利用の推 進利用の推 進
　道路による交通アクセスの優位性を活かした土地利用を進めるとともに、
農地の生産性を維持するため、優良農地の保全に努めます。また、自然環境
と生活環境の調和の取れた計画的な土地利用を推進するとともに、久保特定
土地区画整理事業及び当該事業に関連する基盤整備を重点的に進め、生活環
境の向上を図ります。

施策の
目指す姿

（方向性）

施策を取り巻く環境変化と課題施策を取り巻く環境変化と課題
●	 北本市都市計画マスタープランでは、コンパクト・プラス・ネットワークの考え方に立ち、コンパクトかつ利便
性の高いまちづくりを行うため、徒歩圏に日常の買い物ができる店舗等を誘導するとともに、公共交通の利便
性の高い都市形成を行うこととしています。

●	 優良農地を保全し、農地の生産性を維持・向上する必要があります。

●	 本市の玄関口である北本駅周辺の商業地域の充実を求める市民の声が多く、更なる活性化が求められているこ
とから、空き店舗等を有効活用し、生活機能の強化や中心市街地の活性化に取り組むことが必要です。

●	 首都圏中央連絡自動車道（圏央道）や一般国道17号上尾道路（上尾バイパス）Ⅱ期区間の事業化に伴い、土地
利用構想図に位置付ける複合的開発ゾーンや沿道サービスゾーンにおいて、広域的な視点に立った活用方法を
検討する必要があります。

施策に紐づく計画・宣言施策に紐づく計画・宣言

施策に紐づく個別計画
北本市都市計画マスタープラン
北本市立地適正化計画
北本市産業振興ビジョン

成果指標　成果指標　

基準値指標名 目標値 ねらい

自然環境と生活環境の調和のとれた
まちづくりができていると思う市民の
割合

－ ▶▶▶︎ 60.0％
自然環境と生活環境の調和のとれ
た計画的な土地利用を推進していく
こと。

２-６
施 策
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沿道サービス施設
の誘導

目指す姿　  沿道サービス施設が増加し、市内での消費が拡大しています。

主な取組 ▷ 一般国道17号・南大通り・上尾道路（上尾バイパス）・中央通線・
西中央通線及び中山道の沿道における商業施設の誘導

指標 ▷ 一般国道17号・南大通り・上尾道路（上尾バイパス）・中央通線・
西中央通線・中山道沿道における開発許可件数（累計）

２-６-３

住宅供給の促進

目指す姿　  
土地利用構想に沿って住宅エリアへの住宅供給が促進され
ています。

主な取組 ▷ 住宅エリアへの用途地域の見直し、久保特定土地区画整理事業の
推進

指標 ▷ 市街化区域における人口の割合、久保特定土地区画整理地区内の
使用収益開始率　

２-６-４

基本事業 基本事業 

商業・業務地の
整備

目指す姿　  商業・業務地の整備により市民の利便性が向上しています。

主な取組 ▷ 駅周辺の屋根整備及び維持管理、空き店舗対策

指標 ▷ 駅東口の屋根掛け整備の進捗率、空き店舗等活用補助金の交付件
数（中心市街地）、北本駅周辺のまちづくり満足度　

２-６-２

優良農地の保全

目指す姿　  生産性の高い農地面積が維持されています。

主な取組 ▷ 農地の利用集積、農業の多面的機能の維持・発揮に向けた保全活
動の支援

指標 ▷
生産農地面積、農家数、農地の利用集積率、農業の多面的機能の
維持・発揮に向けた保全活動組織の数、農地と耕作希望者のマッ
チング数　

２-６-１

基
本
計
画
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